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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トナー像を色ごとに生成する潜像生成手段と、
　記録媒体を移動体に載せて搬送する搬送手段と、
　前記搬送手段により搬送される記録媒体に、前記潜像生成手段により生成されたトナー
像を転写する転写手段と、
　移動体における、連続して搬送される前記各記録媒体間に、基準色および非基準色のト
ナーパターンを形成するパターン形成手段と、
　前記パターン形成手段により形成された前記トナーパターンを検出する検出手段と、
　前記検出手段の検出結果に基づいて、前記基準色に対する前記非基準色の位置ずれを算
出し、算出された位置ずれ量に基づいて、前記基準色と前記非基準色との間のトナー像の
作像位置のずれを補正する補正手段と、
を備え、
　前記パターン形成手段により前記各記録媒体間に形成される前記トナーパターンは、複
数のトナーパターンから構成されるパターン群を複数のグループに分割したうちの、各々
相違する１グループであり、
　前記検出手段は、前記パターン群を構成する全ての前記トナーパターンを検出し、
　前記パターン形成手段により前記各記録媒体間に形成される前記トナーパターン群のグ
ループ数を、当該画像形成装置の温度変化率に基づいて変更可能であり、
　前記トナーパターン群のグループ数を、当該画像形成装置の温度変化率に基づいて変更
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するに際し、当該画像形成装置の温度変化率が大きく、前記基準色と前記非基準色との色
ずれ量の変化率又は変化量が大きくなることが予め想定されている場合は、トナーパター
ン群のグループ数を少なくし、１つのグループに含まれるトナーパターンの数を多くし、
温度変化率が小さく、前記基準色と前記非基準色との色ずれ量の変化率又は変化量が小さ
くなることが予め想定されている場合は、トナーパターン群のグループ数を多くし、１つ
のグループに含まれるトナーパターンの数を少なくすることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　画像データにより変調されたレーザ光を感光体ドラム上に照射する露光部と、
　この露光部の内部に装置の温度を測定する温度センサとを備え、
　前記温度センサにより、当該画像形成装置の温度変化率を測定することを特徴とする請
求項１記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数色のトナー像を搬送ベルトや画像担持体ベルト（中間転写ベルト）等の
移動体を使用して記録媒体に転写することによって画像を形成するレーザプリンタやデジ
タル複写機などの画像形成装置に関し、特にトナー像の作像位置の補正機能を有する画像
形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、高画質のカラー画像を形成する画像形成装置が広く実用化されている。カラー画
像を形成する画像形成装置で用いられる画像形成方式の１つに、搬送ユニットに沿って複
数の画像形成ユニットを並設させたタンデム方式がある。このタンデム方式を用いること
により、画像形成処理を高速で実現することができる。
　タンデム方式のカラー画像形成装置では、複数の光源から出射される光ビームを、装置
内部に並設された複数の画像担持体上に照射して静電潜像を形成する。
【０００３】
　そして、形成された静電潜像に異なる色の現像剤（例えば、イエロー（Ｙ）、マゼンタ
（Ｍ）、シアン（Ｃ）の３色またはブラック（Ｋ）を含めた４色のトナー）を付着させ、
実像となるトナー像を形成する。
　形成されたトナー像を搬送ベルト等の移動体上に担持された記録用紙等の記録材を各画
像担持体の転写位置に順次搬送する。
　その後、各画像担持体上に形成されたトナー像を記録材上に重ね合わせて転写し、転写
したトナー像を転写紙記録媒体上に定着させることで多色画像を形成する。
【０００４】
　このような複数色のトナー像を重ね合わせて画像を形成する画像形成装置では、搬送方
向に移動する記録媒体上に高速でトナー像の転写が行われる。
　そして、記録媒体上で重ね合わせられるトナー像の位置がずれてしまうと、形成される
画像の質が低下するおそれがあるため、このような画像形成装置には、各色の位置合わせ
精度の安定化を図るための位置ずれ補正機能が搭載されている。
　従来、このような位置ずれ補正機能を搭載した画像形成装置が下記の特許文献をはじめ
種々提案されている。
【特許文献１】特開平５－１００５５６号公報
【特許文献２】特開平６－１００２号公報
【０００５】
　特許文献１には、コンパクトで安価な位置検出手段を用いて、感光体上に形成されるパ
ターン像の作像位置を検出し、この位置検出信号に基づいて作像位置を調整する技術が提
案されている。
　また、特許文献２には、光センサを用いて画像担持体上のトナー像パターンを検出し、
このセンサの出力信号に基づいてトナー像の位置ずれを調整する技術が提案されている。
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【０００６】
　上述した特許文献に提案されているように、従来の位置ずれ補正機能では、基準色と非
基準色の色ずれを検出するために、基準色と非基準色による複数個のトナーパターンを画
像担持体に付着させる。
　そして、画像形成装置は、光学センサを用いてトナーパターンに光を照射し、その反射
光をデータとして記憶する。
　全てのトナーパターンの反射光データを総合し、基準色と非基準色の色ずれ量を算出す
ることによって位置ずれ補正を行う。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述したような従来技術における位置ずれ補正機能では、位置ずれ量を
検出するために、複数個のトナーパターンを全て画像担持体に形成するための時間が必要
となる。
　そのため、複数の画像を形成する場合などにおいて、画像形成処理ごとに位置ずれ補正
を施す際には、基準色と非基準色の色ずれ量を算出するまでの長い間、画像形成処理を中
断（停止）させなければならなかった。
　そこで、本発明は、画像形成処理を停止させることなく、トナー像の作像位置の補正を
行うことができる画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１記載の発明によれば、トナー像を色ごとに生成する潜像生成手段と、記録媒体
を移動体に載せて搬送する搬送手段と、前記搬送手段により搬送される記録媒体に、前記
潜像生成手段により生成されたトナー像を転写する転写手段と、移動体における、連続し
て搬送される前記各記録媒体間に、基準色および非基準色のトナーパターンを形成するパ
ターン形成手段と、前記パターン形成手段により形成された前記トナーパターンを検出す
る検出手段と、前記検出手段の検出結果に基づいて、前記基準色に対する前記非基準色の
位置ずれを算出し、算出された位置ずれ量に基づいて、前記基準色と前記非基準色との間
のトナー像の作像位置のずれを補正する補正手段と、を備え、前記パターン形成手段によ
り前記各記録媒体間に形成される前記トナーパターンは、複数のトナーパターンから構成
されるパターン群を複数のグループに分割したうちの、各々相違する１グループであり、
前記検出手段は、前記パターン群を構成する全ての前記トナーパターンを検出し、前記パ
ターン形成手段により前記各記録媒体間に形成される前記トナーパターン群のグループ数
を、当該画像形成装置の温度変化率に基づいて変更可能であり、前記トナーパターン群の
グループ数を、当該画像形成装置の温度変化率に基づいて変更するに際し、当該画像形成
装置の温度変化率が大きく、前記基準色と前記非基準色との色ずれ量の変化率又は変化量
が大きくなることが予め想定されている場合は、トナーパターン群のグループ数を少なく
し、１つのグループに含まれるトナーパターンの数を多くし、温度変化率が小さく、前記
基準色と前記非基準色との色ずれ量の変化率又は変化量が小さくなることが予め想定され
ている場合は、トナーパターン群のグループ数を多くし、１つのグループに含まれるトナ
ーパターンの数を少なくすることにより、前記目的を達成する。
【０００９】
　請求項２記載の発明によれば、請求項１記載の発明において、画像データにより変調さ
れたレーザ光を感光体ドラム上に照射する露光部と、この露光部の内部に装置の温度を測
定する温度センサとを備え、前記温度センサにより、当該画像形成装置の温度変化率を測
定することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、各記録媒体間に形成されるトナーパターン群のグループ数を、当該画
像形成装置の温度変化率に基づいて変更させることで、適切なタイミングで補正を行うこ
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とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の好適な実施の形態について、図１～図５を参照して詳細に説明する。
　本実施形態では、搬送ベルト２１に沿って画像形成部が並んで配設されたタンデム方式
（タイプ）のカラー画像形成装置を例にとり説明する。
　なお、本実施の形態に係る画像形成装置では、搬送ベルト２１上にトナーパターンを定
着する場合について説明するが、画像担持体ベルト（中間転写ベルト）上にトナーパター
ンを定着する場合においても同様の構成を有するものとする。
　図１は、本実施の形態に係る画像形成装置の概略構成を示した図である。
　図１に示すように、本実施の形態に係る画像形成装置は、その装置筐体内部に、給紙部
１０、搬送ユニット２０、搬送ユニット２０に沿って並設された（イエロー（Ｙ）、マゼ
ンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ））の画像形成ユニット３０、定着部４０、検
出部５０を有している。以下、各構成について説明する。
【００１３】
　給紙部１０は、給紙トレイ１１、給紙ローラ１２、分離ローラ１３、レジストローラ対
１４等から構成されている。
　給紙部１０では、給紙トレイ１１内の記録紙（転写紙）を給紙ローラ１２と分離ローラ
１３とにより１枚ずつ分離され、レジストローラ対１４に送り出される。
　そして、給紙トレイ１１から送り出された記録紙のタイミング調整がレジストローラ対
１４およびレジストセンサ６０により行われ、記録紙を所定のタイミングで搬送ユニット
２０に送り出す。
【００１４】
　搬送ユニット２０は、搬送ベルト２１、駆動ローラ２２、従動ローラ２３、クリーニン
グ部２４、転写部２５等から構成されている。
　搬送ユニット２０では、駆動ローラ２２および従動ローラ２３がモータ等の駆動制御に
より反時計方向に回転駆動され、駆動ローラ２２と従動ローラ２３に張り渡された搬送ベ
ルト２１が搬送方向となる定着部４０に向かって回転移動される。
　これにより、給紙部１０から送り出された記録紙が各色のトナー像を転写する画像形成
ユニット３０に順次搬送される。
　そして、画像形成ユニット３０に搬送された記録紙上にイエロートナー像、マゼンタト
ナー像、シアントナー像、ブラックトナー像が順次転写される。
【００１５】
　画像形成ユニット３０は、搬送ベルト２１の搬送方向に沿って所定の間隔で並設された
各色ごとの感光体ドラム３１、それぞれの感光体ドラム３１の周辺部分に設けられた帯電
部３２、露光部３３、現像部３４、クリーニング部３５、除電部３６等から構成されてい
る。
　画像形成ユニット３０では、駆動制御により感光体ドラム３１が時計方向に回転駆動さ
れ、帯電部３２により感光体ドラム３１の表面上に静電気が一様に帯電される。
　画像データにより変調されたレーザ光が露光部３３から感光体ドラム３１上に照射され
、これにより静電潜像が感光体ドラム３１上に形成される。
　次に、静電潜像が形成された感光体ドラム３１に対して、現像部３４を用いてトナーを
付着させることによって、感光体ドラム３１上にトナー像が形成される。
　そして、画像形成ユニット３０に記録紙が搬送された際に、搬送ベルト２１の背面に配
設された転写部２５により搬送ベルト２１上に転写電位が付与され、感光体ドラム３１上
に形成されたイエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）の各色の
トナー像が順次記録紙上に重ね合わせて転写される。
【００１６】
　このように各画像形成ユニット３０においてトナー像の転写が完了すると、感光体ドラ
ム３１上に付着した残留トナーがクリーニング部３５でクリーニングされる。
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　そして、除電部３６により感光体ドラム３１上に照射された光により感光体ドラム３１
の表面を除電し、次の静電潜像の形成に備える。再度、帯電部３２により感光体ドラム３
１上を帯電させ、画像形成の処理動作が実行される。
　また、各色のトナー像が転写された記録紙は、搬送ベルト２１上に吸着された状態で搬
送方向に沿って移動し、搬送ベルト２１から剥離（分離）された後、定着部４０に搬送さ
れる。
【００１７】
　定着部４０は、定着ローラ、加圧ローラから構成されている。
　定着ローラおよび加圧ローラは、一方のローラが回転駆動されることで他方のローラも
所定の力で押圧された状態で回転するように構成されている。
　また、定着ローラは、内蔵する加熱ヒーターにより、所定の定着温度に加熱制御される
。この加熱制御により、搬送ベルト２１に沿って搬送されてきた記録紙を定着ローラと加
圧ローラとで加熱、加圧することにより、各色のトナー像を記録紙上に定着させる。
　なお、この定着部４０には、定着温度を検知する温度センサが備えられている。
　定着部４０においてトナー像を記録紙上に定着させた後、記録紙は画像形成装置から排
出される。
【００１８】
　検出部５０は、ブラック（Ｋ）の画像形成ユニット３０の転写紙上の搬送方向下流側に
配設されたパターン検知センサ５１から構成されている。
　パターン検知センサ５１は、搬送ベルト２１の主走査方向に配設された、搬送ベルト２
１上に形成されるトナーパターンを検知するセンサである。このパターン検知センサ５１
は、例えばＣＣＤ等の電荷結合素子によって構成されている。
　本実施の形態に係る画像形成装置では、このパターン検知センサ５１により搬送ベルト
２１上に形成される各色のトナーパターンを検知し、検知したトナーパターンのデータに
基づいて、基準色と非基準色との色ずれ量を算出し、算出結果に基づいて画像補正や位置
ずれ補正が行われる。
【００１９】
　次に、搬送ベルト２１上に形成されるトナーパターンについて説明する。
　図２は、本実施の形態に係る画像形成装置における搬送ベルトに形成される１種類のト
ナーパターン群を示した図である。
　図２に示すように搬送ベルト２１上には、複数のトナーパターンＰ１～Ｐ１０がパター
ン検知センサ５１によって検知可能な位置に並べて形成される。
　なお、本実施の形態に係る画像形成装置では、ブラック（Ｋ）を基準色とし、その他の
イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）を非基準色とする。
　トナーパターンＰ１～Ｐ１０は、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブ
ラック（Ｋ）の各色ごとに形成される。
　即ち、基準色と各非基準色との組み合わせごとに１種類のトナーパターンＰ１～Ｐ１０
群が必要となる。そのため、全ての色に対して補正処理を施す場合には、３種類のトナー
パターンＰ１～Ｐ１０群が必要となる。
【００２０】
　ここでは、説明の煩雑化を避けるため、１組の基準色と非基準色との組み合わせにおけ
る、例えば、ブラック（Ｋ）とイエロー（Ｙ）との間における色ずれ量を検出し位置ずれ
補正を行う場合について説明する。
　そして、基準色として設定された色のトナーパターンＰ１～Ｐ１０と、非基準色である
色のトナーパターンＰ１～Ｐ１０とを比較することにより、基準色と非基準色との色ずれ
量を算出し、算出結果に基づいて画像補正や位置ずれ補正が行われる。
　また、トナーパターン群を構成するトナーパターンの数量は、形成する画像の画質精度
などに応じて任意に変更することができる。
【００２１】
　本実施の形態に係る画像形成装置では、図２に示すように、パターン検知センサ５１が
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搬送ベルト２１の中央に設けられている。そのため、トナーパターンＰ１～Ｐ１０は、搬
送ベルト２１の幅方向の中心部に、搬送ベルト２１の進行方向に沿って並べられるように
形成される。
　基準色と非基準色との色ずれ量を算出するためには、複数の形状の異なるパターンが必
要となる。
　なお、トナーパターン群の個々のトナーパターンＰ１～Ｐ１０は、主走査方向および副
走査方向に少しずつ（例えば１ドットずつ）ずらした異なる形状のパターンにより構成さ
れている。
　本実施の形態に係る画像形成装置では、主走査方向および副走査方向とも１０個の異な
るトナーパターンを用いて、位置ずれ補正を行う場合について説明する。
【００２２】
　そして、図２に示すように、この１０個のトナーパターンＰ１～Ｐ１０を５つのグルー
プに分けて、即ち１グループ当たり２個のトナーパターンを持つように分けて用いるよう
にする。
　例えば、複数の記録媒体（転写紙）に画像を形成して出力する場合において、グループ
分けされたトナーパターンＰ１～Ｐ１０を用いて位置ずれ補正を行う際には、図３に示す
ように、トナーパターンＰ１～Ｐ１０を振り分ける。
　詳しくは、先頭の記録媒体の前方および各記録媒体の間にトナーパターンＰ１～Ｐ１０
の１グループ、即ち２個のトナーパターンを順に形成する。
【００２３】
　画像形成装置は、一連の画像形成処理を行う際にパターン検知センサ５１によって各グ
ループのトナーパターンを逐次読み取る。
　そして、全てのトナーパターンＰ１～Ｐ１０（全グループ）を読み終えた時点で、検出
された各色のトナーパターンＰ１～Ｐ１０のデータに基づいて、基準色と非基準色との色
ずれ量の算出を開始する。
　基準色と非基準色との色ずれ量の算出処理が終了した後、画像形成装置は、算出された
色ずれ量に基づいてトナー像の作像位置の補正処理、即ち位置ずれ補正を行う。
　この補正処理が行われた後、画像形成装置は、最後のグループ以降の記録媒体より再び
画像形成処理を行う。
　補正処理後に行われる画像形成処理では、位置ずれ補正が施された適切な画像が形成さ
れる。
【００２４】
　また、画像形成装置における装置温度（機体温度）の変化率が大きく、基準色と非基準
色との色ずれ量の変化率または変化量が大きくなることが予め想定されている場合（予測
される場合）には、次のように位置ずれ補正を行うことが望ましい。
　例えば、図４に示すように、トナーパターンＰ１～Ｐ１０を３つのグループに分ける。
詳しくは、トナーパターンＰ１～Ｐ４により第１グループを構成し、トナーパターンＰ５
～Ｐ７により第２グループを構成し、トナーパターンＰ８～Ｐ１０により第３グループを
構成する。
【００２５】
　そして、先頭の記録媒体の前方に第１グループ（トナーパターンＰ１～Ｐ４）を形成し
、先頭の記録媒体と次の記録媒体との間、次の記録媒体の後方にそれぞれ第２グループ（
トナーパターンＰ５～Ｐ７）と第３グループ（トナーパターンＰ８～Ｐ１０）を形成する
。
　全てのトナーパターンＰ１～Ｐ１０（全グループ）を読み終えた時点で、検出された各
色のトナーパターンＰ１～Ｐ１０のデータに基づいて、基準色と非基準色との色ずれ量の
算出を開始する。
　基準色と非基準色との色ずれ量の算出処理が終了した後、画像形成装置は、算出された
色ずれ量に基づいてトナー像の作像位置の補正処理、即ち位置ずれ補正を行う。
　この補正処理が行われた後、画像形成装置は、最後のグループ以降の記録媒体より再び
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画像形成処理を行う。
【００２６】
　このように、トナーパターンＰ１～Ｐ１０を３グループに分けて位置ずれ補正を行う場
合は、トナーパターンＰ１～Ｐ１０を５グループに分けて位置ずれ補正を行う場合と比較
して、全てのトナーパターンＰ１～Ｐ１０をパターン検知センサ５１で読み取る際に搬送
される記録媒体の数が減る、即ち全てのトナーパターンＰ１～Ｐ１０をパターン検知セン
サ５１で読み取る際の記録媒体間の数が減る。
　そのため、トナーパターンＰ１～Ｐ１０を５グループに分けて位置ずれ補正を行う場合
と比較して、位置ずれ補正を反映させることが可能な搬送ベルト２１における搬送期間を
より小さく（細かく）設定することができる。
　従って、基準色と非基準色との色ずれ量の変化率または変化量が大きくなることが予め
想定されている場合であっても、適切にその変化率または変化量に対応した位置ずれ補正
を行うことができる。
　これにより、早い段階、即ち画像形成処理の初期段階において、適切に色ずれを抑えた
画像を形成することができる。
【００２７】
　上述したように、３つや５つのグループに分けられたトナーパターンＰ１～Ｐ１０を用
いて位置ずれ補正を行う場合には、搬送される記録媒体間にトナーパターンが複数形成さ
れる。
　そのため、記録媒体間に意図的にトナーパターンを形成する領域を意図的に設ける必要
があり、１グループ当たりのトナーパターン数、即ち記録媒体間に書き込むトナーパター
ン数の増加に伴い、記録媒体の間隔が増大する。
　このように搬送ベルト２１上における記録媒体の間隔が増大すると、画像形成処理の速
度が低下する、即ち処理速度が遅くなるおそれがある。
【００２８】
　そこで、例えば、駆動時間がある程度経過した画像形成処理の後半など、画像形成装置
における装置温度（機体温度）が飽和して一定となり、装置温度（機体温度）の変化率が
小さく、基準色と非基準色との色ずれ量の変化率または変化量が小さくなることが予め想
定されている場合（予測される場合）には、次のように位置ずれ補正を行うことが望まし
い。
　例えば、図５に示すように、トナーパターンＰ１～Ｐ１０を１０個のグループに分ける
。詳しくは、１つのトナーパターンで１つのグループを構成する。
【００２９】
　そして、先頭の記録媒体の前方および各記録媒体の間にトナーパターンＰ１～Ｐ１０の
１グループ、即ち１つのトナーパターンを順に形成する。
　全てのトナーパターンＰ１～Ｐ１０（全グループ）を読み終えた時点で、検出された各
色のトナーパターンＰ１～Ｐ１０のデータに基づいて、基準色と非基準色との色ずれ量の
算出を開始する。
　基準色と非基準色との色ずれ量の算出処理が終了した後、画像形成装置は、算出された
色ずれ量に基づいてトナー像の作像位置の補正処理、即ち位置ずれ補正を行う。
　この補正処理が行われた後、画像形成装置は、最後のグループ以降の記録媒体より再び
画像形成処理を行う。
【００３０】
　このように、トナーパターンＰ１～Ｐ１０を１０グループに分けて位置ずれ補正を行う
場合は、トナーパターンＰ１～Ｐ１０を３または５グループに分けて位置ずれ補正を行う
場合と比較して、全てのトナーパターンＰ１～Ｐ１０をパターン検知センサ５１で読み取
る際に搬送される記録媒体の数が増える、即ち全てのトナーパターンＰ１～Ｐ１０をパタ
ーン検知センサ５１で読み取る際の記録媒体間の数が増える。
　そのため、トナーパターンＰ１～Ｐ１０を３または５グループに分けて位置ずれ補正を
行う場合と比較して、位置ずれ補正を反映させることが可能な搬送ベルト２１における搬
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送期間をより大きく設定することができる。
　これにより、位置ずれ補正を行いながらであっても、画像形成処理の速度を低下させず
に、即ち処理速度を遅くすることなく画像形成を行うことができる。
【００３１】
　上述したように、予測される基準色と非基準色との色ずれ量の変化率または変化量に合
わせて、トナーパターンＰ１～Ｐ１０を分割するグループ数を変化させて色ずれ補正（位
置ずれ補正）の間隔、即ち位置ずれ補正を反映させることが可能な搬送ベルト２１におけ
る搬送期間を調整することにより、適切に色ずれを抑えながら、画像形成速度の低下を抑
制することができる。即ち、画像形成装置の状態に対応した位置ずれ補正を効率的に行う
ことができる。
【００３２】
　色ずれ補正（位置ずれ補正）の間隔の調整は、画像形成装置に装置温度（機体温度）を
測定する温度センサを設け、この温度センサの測定値に基づいてリアルタイムに行うよう
にしてもよい。
　詳しくは、温度センサの測定結果に基づいて装置温度（機体温度）の変化率、即ち基準
色と非基準色との色ずれ量の変化率または変化量を算出し、この算出結果に基づいて色ず
れ補正（位置ずれ補正）の間隔を調整する。
　なお、装置温度（機体温度）を測定する温度センサを配設する部位は、例えば、色ずれ
に大きく影響を与える要素を含む露光部３３（図１に示す）の内部などが好ましい。
【００３３】
　また、色ずれ補正（位置ずれ補正）の間隔の調整を、画像形成開始からの経過時間や出
力される記録媒体の数量に基づいて行うようにしてもよい。
　例えば、画像形成開始直後は、画像形成装置における装置温度（機体温度）の変化率が
大きく、基準色と非基準色との色ずれ量の変化率または変化量が大きくなることが予め想
定されているため、分割するグループ数を減らし位置ずれ補正を反映させることが可能な
搬送ベルト２１における搬送期間が小さく（短く）なるように設定する。
　一方、画像形成開始から処理時間がある程度経過した時、例えば、画像形成開始から出
力された記録媒体の数量が５０を超えた時には、画像形成装置における装置温度（機体温
度）が飽和して一定となり、装置温度（機体温度）の変化率が小さく、基準色と非基準色
との色ずれ量の変化率または変化量が小さくなることが予め想定されているため、分割す
るグループ数を増やし位置ずれ補正を反映させることが可能な搬送ベルト２１における搬
送期間が大きく（長く）なるように設定する。
【００３４】
　このように、色ずれ補正（位置ずれ補正）の間隔の調整を、画像形成開始からの経過時
間や出力される記録媒体の数量に基づいて行うことにより、適切なタイミングで色ずれ補
正（位置ずれ補正）の間隔の調整を行うことができる。また、温度センサを用いることな
く色ずれ補正（位置ずれ補正）の間隔を調整することができるため、画像形成装置の低コ
スト化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本実施の形態に係る画像形成装置の概略構成を示した図である。
【図２】本実施の形態に係る画像形成装置における搬送ベルトに形成される１種類のトナ
ーパターン群を示した図である。
【図３】搬送ベルトに形成されるトナーパターンの例を示した図である。
【図４】搬送ベルトに形成されるトナーパターンの例を示した図である。
【図５】搬送ベルトに形成されるトナーパターンの例を示した図である。
【符号の説明】
【００３６】
　１０　給紙部
　１１　給紙トレイ
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　１２　給紙ローラ
　１３　分離ローラ
　１４　レジストローラ対
　２０　搬送ユニット
　２１　搬送ベルト
　２２　駆動ローラ
　２３　従動ローラ
　２４　クリーニング部
　２５　転写部
　３０　画像形成ユニット
　３１　感光体ドラム
　３２　帯電部
　３３　露光部
　３４　現像部
　３５　クリーニング部
　３６　除電部
　４０　定着部
　５０　検出部
　５１　パターン検知センサ
　６０　レジストセンサ
                                                                                

【図１】 【図２】
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【図５】
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